
3月14日(木)、トラックなど運輸産業の産業別労働組合「運輸
労連（組合員数12.6万人）」に加盟し、日本通運（株）の企業内
労働組合である「全日通労働組合」が2024春闘交渉を妥結し、
この中で同労組が会社側に要求していた技能手当「総代理店業務
インストラクター手当」の新設を獲得しました（下図参照）。
これは、同社が国内各空港で航空会社から旅客・グラハン業務
などを受託するにあたり、それに見合った対価として求めていた
もので、稚内・女満別・釧路・秋田・仙台・南紀白浜など全国約
10空港で空港業務に従事する同労組組合員が受給対象となります。
航空連合は各空港で総代理店業務を担う産業別組合との対話を

通じ、課題認識の共有を図ってきました。今回のような成果の
さらなる展開をめざし、今後も取り組みを強化していきます。
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区分 金額（円／月） 対象業務

総代理業務
インストラクター等Ａ 5,000

ANA・JAL所長代行
ANA・JALステーションコントロール
ANA・JAL旅客業務インストラクター

総代理業務
インストラクター等Ｂ 3,000

グラハンインストラクター
ロードマスター
旅客コントロール業務
貨物郵便受付引渡業務インストラク
ター等

※A・Bの区分間、同一区分内の業務についても併給を認める
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